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1. まず、ご自身についてと国際的な経験について少しお話しいただけますか？

中垣内氏:私はここ福井に1967年に生まれ、筑波大学でバレーボールを始めました。私は1989年、22歳の時から2000年の30歳になるまで日本代表の選手でした。2004年に選手生活を引退し私のクラブチームのヘッドコーチになりました。2020年東京オリンピックで男子日本代表のコーチをしたのち、コーチを辞め福井に戻りました。今はお米を育てています。これは私の家族の事業です、なので私は今会社を経営しながらスポーツ健康科学を教えています。

ホフメア: 主に講義は日本語で行うのですか？

中垣内氏: はい、完全に日本語で行います。英語は全く使いません。

2. 大まかに言って、スポーツキャリアにおいて、国際的または異文化的な環境で働く機会はどの程度ありましたか？

中垣内氏:クラブチームやプロチームはたいてい外国人選手がいます。また、いくつかのチームには外国人コーチやスタッフがいます。私は少し英語を話すので、いつもそのような選手やスタッフの世話をしています。また、代表チームにはフランス人のコーチがいます。私が日本代表のヘッドコーチ出会ったときには、フランス人のアシスタントコーチがおり、5年間一緒に働きました。また私は、アジアバレーボール連盟でもコーチ委員会の一員として活動し、アジアにおけるバレーボールの普及とコーチ育成に多くの時間を費やしました。

ホフメア: 中垣内さんがバレーボールの普及の活動をしている時、たくさん旅する必要がありましたか？

中垣内氏:実際、コロナのせいでしていません。なのでいつもズームやチームズで会議をしていました。二年間の海外でのトレーニングの間、私はアメリカの男女の代表チームとペパーダイン大学のボランティアコーチをしていました。

ホフメア: 中垣内氏の経験で、ほとんどの会話は英語で行われていましたか？外国の選手やコーチがいたことやフランス人のアシスタントコーチと仕事していたとおっしゃっていましたが英語を使って会話していましたか？それとも他の言語を使いましたか？

中垣内氏: いいえ、いつも英語で会話していました。私がブラジルにコーチのトレーニングで2カ月間滞在していた時、ポルトガル語を話そうとしましたが2カ月だけだったので…

3. これまでのキャリアを通じて、国内外で選手やコーチ、技術スタッフと密接に連携してこられました。チームダイナミクスにおいて、気づかれた共通点や相違点についてお聞かせいただけますか？

中垣内氏:難しいですね。実は、2000年代あたりは日本のチームはかなり独裁的なチームでした。というのも力のあるコーチが強い支配力を持ってチームをマネジメントする。それが日本の古いスタイルでした。コーチが完全な支配力で全てをコントロールしていました。アメリカではすべての情報は開示されスタッフとメンバーはプロジェクトに取り組む中で情報を共有し、議論を重ねていました。私は今現在の日本のスポーツチームはそのようなスタイルであると信じています。アメリカでは、スタッフは異なる領域のエキスパートの集まりでした。そして、全員が議論ができ、エキスパートたちが能力を発揮できるようにチームを一つにしていきました。現在では、日本でも変わってきています。

4. 様々な国から来た、異なる言語を話す多くの人々とコミュニケーションを取らなければならなかった経験から、こうした国際的なスポーツイベントにおいて効果的なコミュニケーションを図るために、どのような戦略を用いてきましたか？

中垣内氏: キャンプ開始前、スタッフ全員で会議を開き、目指す方向性を確認しました。この期間中、選手たちの心境や体調について話し合いました。特に選手のコンディションについては、毎朝のスタッフ会議で不足情報を補完しようと努めました。試合前には必ず時間を取り、相手チームを分析して戦略を決定しました。重要な試合前には、選手を鼓舞する動画を制作し、モチベーションを高めるために視聴を義務付けました。こうした動画はテレビ会社に依頼して制作してもらいました。ええ、それが非常に役立ったと思います。

ホフメア:今まで、これらのイベントの間に他のチームやコーチたちと直接交流しなければいけませんでしたか？

中垣内氏:はい。そうでした。

5. 国際的または異文化環境において、非常に成功したコミュニケーション体験の例を思いつきますか？

中垣内氏:これが成功したコミュニケーションかどうかは分かりませんが、私がカリフォルニアにいた時――これはJOC（日本オリンピック委員会）の海外派遣コーチプログラムの一環でした――アメリカ男子・女子代表チームにボランティアコーチとして滞在し、アメリカの指導方法を学びました。空き時間にはペパーダイン大学の男子バレーボールチームもサポートしました。選手たちは、代表選手もそうですが、大学の選手たちは皆若く、私のプレーを見たことがありませんでした。彼らは私の子供の年齢くらいですから。それでも、話しかけてくる時はいつも敬意を持って接してくれました。ですから、実は本当に素晴らしく、心から感謝していました。また、ペパーダイン大学では、日本の古い指導スタイルについて議論もしました。話し終えると、彼らは私にたくさんの質問をしてきました。本当にたくさん。例えば日本では、もしそういうことをしたら、ほとんど何もありません。つまり、アメリカ代表選手に政治について尋ねれば答えられますが、日本では選手たちは首相の名前すら知らないし、外交情勢も把握していません。全く違うのです。選手層が違います。アメリカの選手は自分の意見をはっきり言えます。日本では、特にバレーボールではどうかわかりませんが、選手に尋ねた時、彼らは話すのをためらっているように感じました。自分の考えを表現できなかったり、どう話すべきか決められなかったりします。そういう能力の差があるんです。

ホフメア: 今あなたの生徒に対してはどうですか？同じような状況があるのか、もしくは最近の生徒たちは多くの質問をしてきますか？

中垣内氏:全くないです。返事もありません。ここれは日本人の心理であります。彼らは常にミスを恐れていたり、何か発言した時に他の人がどう思うかについて心配したりします。常に何か対して心配してるのです。

6. 多様な異文化環境、例えば世界選手権やオリンピックのような国際的なスポーツ大会で働く際に、何か困難に直面したことはありますか？

中垣内氏:幸運なことに、私たちは共通の言語をもっています。バレーボールです。なので、私たちは大きな問題に直面したことはありません。しかしながら、東京オリンピックの直前にイタリアで問題がありました。16チームが同じホテルに滞在し、試合会場も同じ場所だったと思います。しかもコロナ禍だったので、自由に外出できませんでした。バスに乗るか、ホテルの前のビーチに行くくらいしかできませんでした。だから大会の途中、他国の選手たちはタクシーで出かけてどこかに行ったり、買い物やレストランに行ったりしていました。彼らはそうしていたんです。日本チームだけがルールを守っていたと思います。私たちにとっては非常に、非常にストレスの多い状況でした。他国の選手たちは自由を大いに享受していたのです。

ホフメア:つまり、ホテルに残っていた日本人選手にとっては、とてもストレスの多い状況だったと。

中垣内氏:はい。とても。私のキャリアの中で最も苦しい瞬間でした。なぜなら、オリンピックのメンバーを17人のうち12人決めなければいけなかったので、スタッフとプレイヤーはストレスを感じていました。

7. 選手として、そしてコーチとしてのキャリアの中で、国際大会に出場するため海外へ渡航し、また日本へ帰国する必要がありました。大会のために日本と海外を行き来する中で、何か困難に直面しましたか？

中垣内氏:ええ、単純に時差の問題でした。コーチ時代、VNL（バレーボール・ネーションズリーグ）は週末に3試合——金曜日、土曜日、日曜日——毎週金曜、土曜、日曜に試合がありました。そして月曜には別の場所へ移動し、これを5週間続けたんです。つまり5週間で15試合。本当に過酷でした。同じ場所で試合するだけでも大変なのに。でもヨーロッパからアジアへ、アジアからアメリカへ、アメリカから南米へ、世界中を飛び回るのは本当に過酷でした。例えばブラジルから日本までは24時間以上、26～27時間かかります。月曜日に試合が始まると、水曜日の朝かそこらに到着するんです。本当に本当に大変でした。いつも時差ぼけと戦っていたんです。

ホフメア:異なる国や文化、食べ物、言語の間を移動するのは大変でしたか？それとも、主に問題だったのは時差だったのでしょうか？

中垣内氏:ええ、食事もホテルも言語も気にしませんでした。ただ時差ぼけだけが気になりました。だから長いフライトの後、ホテルに着くたびに、すごく眠くても眠れなくて、歩き回って夜になるのを待たなければいけませんでした。日の出後は、朝食前にまた歩きました。それに、いつもエコノミークラスを利用していました。というのも、私たちはバレーボール選手なので、身長が2メートル以上あります。ロシアの選手の中には2.10mであったり2.15mの選手もいますので、本当に大変です。選手にとってはすごくストレスになります。いつも通路側の席を選んでいましたが、それでもスペースがすごく狭かったです。

8. 将来、異文化の中で生活し働くことを考えている学生にとって、どのような能力が必要だと考えますか？

中垣内氏:おそらく 以前にもお話したと思いますが、アメリカの大学で講義をした時、学生たちはたくさん質問してきました。日本人学生でさえ、自分の考えを口に出さなければいけませんでした。それは普通のことではありません、日本では。しかし海外に行ったり外国人と働く場合、彼らは他の言語でコミュニケーションを取らなければなりません。バレーボールの練習のように訓練が必要です。日本人は、日本人はそういうことに慣れていないから、訓練が必要なのです。
              
9. これまでの経験を通じて身につけた、日本の学生が将来スポーツ分野でキャリアを築くための準備に役立つ戦略を何かご存知ですか？

中垣内氏:英語を学ぶことが始まりです。おそらく英語は今でも日本で重要な言語の一つでしょう。中国語だと言う人も多くいますが、英語は依然として重要な言語です。例えばバレーボールでコミュニケーションを取る場合、ドイツでプレーしたいならドイツ語を学ばなければなりません。イタリアに行きたいならイタリア語を学ばなければなりません。しかし英語はどこでも使えます。代表選手たちは自主的に勉強しています。つまり、代表選手たちは各自で外国語を学んでいたのです。私たちは特に指示は出しませんでしたが、代表入りした後は皆、英語の学習を始めました。

ホフメア:代表チームに招集された選手に対し、海外での活動に備えるための語学コースは提供されていますか？

中垣内氏:私達の方では[語学コース]を提供しておりません。現在イタリアでプレーしている選手の一人――実は彼はかなり優秀な選手で、世界トップクラスのアウトサイドヒッターの一人です――は、今や非常に流暢なイタリア語を話せます。また英語も話せます。ヨーロッパでプレーする選手のほとんどは、1シーズン――つまり5、6ヶ月――経つと英語でインタビューを受けられるようになります。渡航前は「ハロー」「サンキュー」程度しか話せません。しかし5、6ヶ月後には、英語力は完璧ではないものの、自信と品格を持って堂々と英語で話せるようになるのです。これはかなりの進歩です。彼らは私を驚かせてくれます。非常に、非常に大きな違いです。だからこそ現在、日本男子バレーボールチームの世界ランキングは4位なんです。私が監督に就任した時は14位だったので、大きな差があります。技術的に上達しただけでなく、人間として、精神的に成長したからであり、私は今でもそう信じています。
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